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はじめに
本の電子化が普及し始めた現代で、図書館のあり方が変わってきています。いまや図書館
はただ本を所蔵する場所・貸し借りする場所ということだけでは成り立たなくなってきて
います。そこで私たちは海外の歴史ある図書館から今図書館に必要なことは何かを考える
きっかけとしてイギリスの図書館を見る計画を立てました。日本では図書館は本が無料で
見ることが出来る場所という考え方が一般的でありますが、イギリスの人々は図書館は勉
強するには最適な場所と考えています。この考えかたの違いについて知るのと同時にこら
からの図書館の未来を見ようと思っていました。
予定では沢山の図書館を見るのでしたが、運悪く休館であったりと2つしか見れませんで
したが、日本の図書館とは全く違い驚きと共に関心した旅でした。大きい図書館であれば
あるほど多くの利用者がおり、席も常に満席でした。日本では図書館に行くと大半は高齢
者や小さい子どもたちのようなイメージがありますが、イギリスでは老若男女問わずでし
た。またセキュリティの面やデザインの面などやはり海外との価値観の差が端々と感じら
れました。
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